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2015年は、住宅市場活性化のため、長期優良住宅と省エネ住宅への取り組みを支援する「地域型住宅グリーン化事業」と
省エネ住宅の建設やエコリフォームの普及を図る「省エネ住宅ポイント制度」の2つの新しい施策が実施される。
昨年から始まった「長期優良住宅化リフォーム推進事業」の予算が拡充され、
優良な住宅ストック形成、中古住宅流通･リフォーム市場の活性化にも力が注がれている。
今号では、2015年度の住宅関連施策を概観し、「省エネ住宅ポイント制度」の概要をまとめた。住宅関連施策を読み解く

特集：住宅市場活性化へ新施策スタート

2015年度

＊ 表は、２月末時点の情報に基づいており、まだ確定していない内容も一部含みます（公募時期などは４月以降に発表される予定）。　＊ 補助事業は予算金額に達した場合、    予定よりも早期に終了する場合があります。　＊ リフォームについても、減税措置があります。詳細は「㈳住宅リフォーム推進協議会」ＨＰ等をご覧ください。

2017
年度2014年4月1日住宅関連優遇策一覧 2015年4月1日 2016

年度
● 補助率：費用の1/2   ● 補助金上限：165万円/戸（中小工務店）

● 補助率：費用の1/2   ● 補助金上限：350万円/戸（ 建築主･所有者）

● 補助率：費用の1/3   ● 補助金上限：150万円/戸

● 買取価格：37円（税込）/kWh（10kW未満の住宅用）

● 補助率：購入金額と目標価格との差額の2/3以内      ● 補助金上限：100万円

● 補助率：1/3       ● 補助金額上限：7万円

● 補助率：（機器費用－23万円）と工事費のそれぞれ1/2
● （2015年2月16日までの申込）補助金上限：38万円、43万円（システムの違いによる） 

省エネ住宅の新築やエコリフォームに対して様々な商品と交換できるポイントを発行
● 新築：30万ポイント
● リフォーム：最大30万ポイント、耐震改修を行う場合最大45万ポイント（2014年度補正予算に　よる）

継 続  補助金上限：約130万円/戸など補助要件は変更予定。 公募時期は未定

継 続  補助要件について変更の可能性がある。 公募時期は未定

継 続  買取価格（案）：東京・中部・関西電力管内33円（税込）/kWh その他の電力管内35円（税込）/kWhの予定（10kW未満）

継 続  補助率、補助金上限は見直しの予定。 公募時期は3月末の予定

継 続●  （2014年度補正　予算）補助金上限は30万円、
   35万円、40　万円（新築・既築、システムの違いによる） 

継 続 （2016年1月29日までの申込受付分に適用）

継 続

継 続

● 耐震性など性能が優れた住宅：5年間の金利を【フラット35】より0.3%引き下げ                   
● 長期優良住宅など性能が優れた住宅：10年間の金利を【フラット35】より0.3%引き下げ   

 ● 金利引き下げ幅を
     年0.6％に拡大

● 補助率：工事費の1/3     ● 補助金上限：100万円/戸（一部200万円） ２０１５年２月６日～３月２日までの申込
（２０１４年度補正予算による）

2014年6月6日までの公募申込

2014年6月6日までの公募申込

2014年6月30日までの申請書提出

2015年3月31日までの手続終了

2014年6月20日までの予約申請

2014年9月30日までの交付申請

2015年3月31日
までの申込

2015年2月9日以降の
資金受取分から適用

2015年2月13日までの
グループ応募申込

2014年9月30日までの工事着手･購入

住宅のゼロ･エネルギー化推進事業（国土交通省）住宅のゼロ･エネルギー化推進事業（国土交通省）

省エネ住宅に
関する支援

省エネ設備に
関する優遇

住宅ローンに
関する

金利優遇

長期優良
住宅化

リフォーム推進

耐震改修に
関する支援

地域材活用
促進

長期優良住宅
普及促進税制

認定
低炭素住宅

促進のための
特例措置

住宅資金贈与
に関する
優遇税制

中古住宅取得後
の耐震改修

買取再販で
扱われる
住宅取得

消費税率
引き上げに対応

エ
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ネ
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エ
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＆
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ギ
ー
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フ
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ー
ム

リ
フ
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ー
ム

木
造
住
宅

木
造
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宅

税     

制

税     

制

給
付
給
付

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業（経済産業省）ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業（経済産業省）

太陽光発電の固定価格買取制度太陽光発電の固定価格買取制度

定置用リチウムイオン蓄電池導入補助金定置用リチウムイオン蓄電池導入補助金

HEMS導入補助金HEMS導入補助金

エネファーム導入補助金エネファーム導入補助金

長期優良住宅化リフォーム推進事業長期優良住宅化リフォーム推進事業

耐震改修促進事業耐震改修促進事業

地域型住宅ブランド化事業地域型住宅ブランド化事業

木材利用ポイント木材利用ポイント

住宅ローン減税住宅ローン減税

投資型減税投資型減税

登録免許税登録免許税

不動産取得税不動産取得税

固定資産税固定資産税

住宅ローン減税住宅ローン減税

投資型減税投資型減税

登録免許税登録免許税

住宅取得資金の贈与税非課税枠住宅取得資金の贈与税非課税枠

住宅ローン減税住宅ローン減税

登録免許税登録免許税

すまい給付金すまい給付金

     不 動 産 取 得 税     不 動 産 取 得 税

     地 域 型 住 宅 グリーン化 事 業     地 域 型 住 宅 グリーン化 事 業

既築住宅･建築物における高性能建材導入促進事業既築住宅･建築物における高性能建材導入促進事業

     省エネ住宅ポイント制度     省エネ住宅ポイント制度
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‒◯

‒◯

‒◯
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‒◯

‒◯

‒◯

（2014年度補正予算による）

公
募
時
期
は
未
定

＊ 工事請負契約：2014年12月27日以降
＊ 建築着工･工事着手：2014年12月27日～ 2016年3月31日
＊ 2015年3月10日よりポイント発行申請受付開始予定

● 提案型：2015年4月に募集開始予定
● 評価基準型：2015年5月に募集開始予定

● 住宅の耐震診断の助成：国と地方公共団体で 2/3         
● 住宅の耐震改修、建替の助成：国と地方公共団体で23％ ● 2014年度末までとされた国と地方で 30万9,000円/戸の加算は 2016年3月31日まで延長

● 補助率：1/2 建築費の10%以内 　● 補助金上限：100万円、120万円（第2回募集　で地域材使用の場合）

● 内装・外装木質化： 最大30万ポイント　　● 木造住宅の新築・増築・購入：1棟あたり　30万ポイント

「地域型住宅ブランド化事業」と「住宅のゼロ・エネルギー化推進事業」の後を継ぐ新規事業で　長期優良住宅と省エネ住宅が対象

● 長寿命型（長期優良住宅 ）補助率：補助対象費用の1/2（建築費の10％以内、上限100万円）
● 高度省エネ型（ゼロエネルギー住宅、認定低炭素住宅） 補助率：補助対象費用の1/2 
　 （建築費の10％以内、上限＜ゼロエネ住宅＞165万円・＜低炭素住宅＞100万円）
 　（地域材を使用する場合は戸当たり20万円を加算）
● 優良建築物型 補助対象費用の1/2かつ床面積1㎡あたり1万円上限

● 標準的な性能強化費用相当額（上限 650万円）の10％相当額をその年の所得税額から　控除（標準的な性能強化費用相当額の㎡単価を4万3,800円とする）

● ① 所有権の保存登記：0.1％（一般住宅は0.15％）　② 所有権の移転登記：戸建て0.2％ 　マンション0.1％（一般住宅は0.3％）

● 課税額の控除額が1,300万円（一般住宅は1,200万円）

● 戸建ては5年間、マンションは7年間（一般住宅戸建ては3年間、マンションは5年間）税額　1/2軽減

● 10年間で最大500万円の所得税控除（一般住宅は10年間で最大400万円）

（2019年6月30日の入居まで）

　（2019年6月30日の入居まで）

（2016年3月31日の取得まで）

（2016年3月31日の新築まで）

（2016年3月31日の新築まで）

● 10年間で最大500万円の所得税控除（一般住宅は10年間で最大400万円） （2019年6月30日の入居まで）

● 標準的な性能強化費用相当額（上限650万円）の10％相当額をその年の所得税額から　控除

● ① 所有権の保存登記：0.1％    ② 所有権の移転登記：0.1％

● 省エネ性、耐震性を満たす住宅は、非課税枠1,000万円（一般住宅は500万円）

中古住宅を取得し適合した耐震改修工事を行った場合、耐震基準適合既存住宅と見なして住宅　ローン減税を適用　　● 10年間で最大400万円の所得税控除（既存住宅に係る不動産取得税の特例措置も適用可能）　

● リフォームが行われた買取再販中古住宅取得の場合、所有権の移転登記：0.1％（一般　住宅は0.3％）

● 所得に応じて最大30万円（消費税率8％の場合）を給付（消費税率10％になった場合は　給付基礎額は変更予定）

● 省エネ性、耐震性、バリアフリー性を満たす住宅は、
    非課税枠1,500万円（一般住宅は1,000万円）
   （2015年12月31日までの贈与）

● 買取再販事業者に課される不動産取得税を軽減
　 （中古住宅の築年月日に応じて最大1,200万円を控除） （適用期間：2015年4月1日～ 2017年3月31日）

● 省エネ性、耐震性、バリアフリー性を満たす住宅は、  
    非課税枠1,200万円（一般住宅は700万円）  
    （2017年9月30日までの贈与）

（適用期限を
  2019年6月30日
  まで延長）

（2019年6月30日の入居まで）

（2019年6月30日の入居まで）

（2019年6月30日の入居まで）

P6 参照

（2016年3月31日の取得まで）

（2016年3月31日の取得まで）

（2014年12月31日までの贈与）

終 了

終 了

終 了

終 了
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新

化
が
早
け
れ
ば
５
年
後
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
小
工
務
店
の
方
々
が
、
環
境
性

能
の
高
い
良
質
な
木
造
住
宅
に
取
り
組
み
、

技
術
力
を
向
上
す
る
た
め
の
側
面
支
援
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
三
浦
企
画
官
は
語
る
。

　

補
助
金
は
１
戸
当
た
り
補
助
対
象
費
用
の

１
／
２
か
つ
上
限
１
０
０
万
円（
長
期
優
良
住

宅
、
認
定
低
炭
素
住
宅
）、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
は
上
限
１
６
５
万
円
と
な
る
。
主
要
構

造
材
の
過
半
で
地
域
材
を
使
う
場
合
は
２０
万

円
の
加
算
が
あ
る
。
ま
た
、
今
回
は
非
住
宅

建
築
物
も
補
助
対
象
に
な
っ
た
。
地
域
性
に

配
慮
し
た
木
造
の
認
定
低
炭
素
建
築
物
な
ど

は
補
助
対
象
費
用
の
１
／
２
か
つ
床
面
積
１

㎡
当
た
り
１
万
円
を
限
度
に
補
助
さ
れ
る
。

「
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

の
実
施

　

も
う
一
つ
の
新
た
な
取
り
組
み
が
、「
住

宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」の
後
継
事
業
に
あ

た
る「
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
」だ
。

事
業
」は
引
き
続
き
継
続
さ
れ
る
。
イ
ン
ス

ペ
ク
シ
ョ
ン
費
用
、
劣
化
対
策
・
耐
震
性
な

ど
の
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用
、

リ
フ
ォ
ー
ム
履
歴
・
維
持
保
全
計
画
の
作
成

費
用
に
対
し
、
費
用
の
１
／
３（
１
戸
当
た

り
の
補
助
限
度
額
は
１
０
０
万
ま
た
は

２
０
０
万
円
）を
補
助
す
る
。

　

ま
た「
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
活
用
に
よ
る

住
宅
市
場
活
性
化
事
業
」が
新
規
事
業
と

し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
非
破
壊

検
査
機
器
の
技
術
開
発
や
、
イ
ン
ス
ペ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
る
住
宅
情
報
の
蓄
積
・
活
用
に

関
す
る
事
業
だ
。
後
者
は
イ
ン
ス
ペ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
る
住
宅
情
報
を
、
一
般
の
消

費
者
が
住
宅
の
維
持
管
理
や
売
買
の
と
き

に
簡
単
に
閲
覧
・
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
構

築
を
目
指
し
て
い
る（
図
２
）。

｢

フ
ラ
ッ
ト
３５
Ｓ｣

の
金
利

引
き
下
げ
幅
を
0.6
％
に
拡
大

　

耐
震
性
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
な
ど
の
優

れ
た
住
宅
の
取
得
に
適
用
さ
れ
る「
フ
ラ
ッ

ト
35
Ｓ
」の
金
利
引
き
下
げ
幅
を
、
年
０
・

３
％
か
ら
０・６
％
に
拡
大
す
る
。
２
０
１
５

年
２
月
９
日
の
資
金
受
取
分
か
ら
16
年
１
月

２９
日
ま
で
の
申
込
受
付
分
に
適
用
予
定
。

予
算
金
額
に
達
し
た
場
合
は
終
了
日
を
前

倒
し
す
る
。

　

国
土
交
通
省
住
宅
局
の
２
０
１
５
年
度

重
点
施
策
で
特
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る

の
が
、
良
質
な
住
宅
に
よ
り
住
宅
流
通
の

活
性
化
を
図
る
施
策
だ
。「
優
良
な
住
宅

ス
ト
ッ
ク
形
成
」と「
活
用
促
進
に
よ
る
住

宅
市
場
の
活
性
化
」の
分
野
で
は
、
２
つ

の
新
規
補
助
事
業
が
始
ま
る
。

｢

地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業｣

の
創
設

　

従
来
の「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
」、「
住
宅
の
ゼ
ロ･

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推

進
事
業
」を
組
み
替
え
、
予
算
規
模
も
大

き
く
し
た
新
規
事
業
が「
地
域
型
住
宅
グ

リ
ー
ン
化
事
業
」（
図
１
）。
中
小
工
務
店

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
、
地

域
型
木
造
住
宅
の
供
給
を
行
う
の
は
ブ
ラ

ン
ド
化
事
業
と
同
様
だ
が
、
補
助
対
象
に

「
長
期
優
良
住
宅
」だ
け
で
な
く
、
高
度
省

エ
ネ
型
の「
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
」と

「
認
定
低
炭
素
住
宅
」が
加
わ
っ
た
。

　
「
新
築
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務

関
連
設
備
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
リ

フ
ォ
ー
ム
提
案
に
弾
み
が
つ
く
。

　

ま
た
、
中
古
住
宅
購
入
後
３
カ
月
以
内

に
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
契
約
し
た
場
合
、
発

行
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
と
同
数
の
ポ
イ
ン
ト

を
最
大
10
万
ポ
イ
ン
ト
ま
で
加
算
す
る
、

と
い
う
新
し
い
制
度
を
設
け
た
。
例
え
ば

７
万
ポ
イ
ン
ト
の
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ

た
場
合
、
合
計
で
14
万
ポ
イ
ン
ト
が
発
行

さ
れ
る（
新
制
度
の
詳
細
は
Ｐ
６
を
参
照
）。

「
長
期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム

推
進
事
業
」は
継
続

　

２
０
１
３
年
度
補
正
予
算
か
ら
始
ま
っ

た「
長
期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

住
宅
市
場
の
活
性
化
を
促
す
新
た
な
補
助
事
業
が
始
ま
る

２
０
１
５
年
度
の
住
宅
関
連
施
策

一
定
の
省
エ
ネ
性
能
を
有
す
る
住
宅
の
新

築
や
、
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
、
商

品
な
ど
と
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
発
行

し
、
省
エ
ネ
住
宅
の
建
設
や
エ
コ
リ
フ
ォ
ー

ム
の
普
及
を
図
る
取
り
組
み
だ
。
消
費
税

率
引
き
上
げ
の
反
動
減
に
よ
る
住
宅
取
得

の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
る
支
援
策
と
な

る
。
２
０
１
４
年
度
補
正
予
算
８
０
５
億

特  集

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
反
動
減
に
よ
る
住
宅
取
得
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
２
０
１
５
年
度
住
宅
関
連
予
算
は
、
住
宅
市
場

の
活
性
化
と
省
エ
ネ
住
宅
の
促
進
に
向
け
た
支
援
体
制
が
充
実
。
概
要
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
住
宅
局
の
三
浦
逸
広
氏
に
伺
っ
た
。円

、
15
年
度
当
初
予
算
１
０
０
億
円
を
併

せ
て
９
０
５
億
円
の
支
援
事
業
と
な
る
。

　

新
制
度
で
は
い
く
つ
か
要
件
が
緩
和
さ

れ
、「
完
成
済
新
築
住
宅
の
購
入
」が
対
象

住
宅
に
加
わ
り
、
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は

「
設
備
エ
コ
改
修
」が
単
独
で
性
能
要
件
に

加
え
ら
れ
た
。「
エ
コ
住
宅
設
備
」だ
け
で

ポ
イ
ン
ト
の
申
請
が
可
能
に
な
る
た
め
、

買
取
再
販
事
業
者
に
課
さ
れ
る「
不
動
産
取

得
税
」を
軽
減
す
る
特
別
措
置
が
新
し
く
設

け
ら
れ
た
。
控
除
額
は
中
古
住
宅
の
築
年

月
日
に
応
じ
３
５
０
万
円
～
１
２
０
０
万

円
。
適
用
期
間
は
２
０
１
５
年
４
月
１
日
～

17
年
３
月
31
日
。

図4. 「質の高い住宅」の範囲を拡充 図3. 住宅取得資金の贈与税非課税枠

契約年
消費税率１０％の適用

消費税率８％の適用、
個人間売買による

中古住宅取得
質の高い

住宅 一般住宅 質の高い
住宅 一般住宅

2014年 − − 1,000万円 500万円

2015年 − − 1,500万円 1,000万円

2016年1月～
9月 − − 1,200万円 700万円

2016年10月～
2017年9月 3,000万円 2,500万円 1,200万円 700万円

2017年10月～
2018年9月 1,500万円 1,000万円 1,000万円 500万円

2018年10月～
2019年6月 1,200万円 700万円 800万円 300万円

① 省エネルギー性の高い住宅（断熱等性能等級４ま
たは一次エネルギー消費量等級４）

② 耐震性の高い住宅（耐震等級［構造躯体の倒壊等
防止］２以上または免震建築物）

③ バリアフリー性の高い住宅
 （高齢者等配慮対策等級３以上）
 のいずれかの性能を満たす住宅

消
費
者
（
住
宅
所
有
者
等
）

デ
ー
タ
化

閲覧

各種
情報

・・・

住宅情報

住宅情報

住宅情報

リフォーム
事業者

リフォーム
提案

宅建業者

中古需要や
価格相場等

家具・
内装業者

最新の家具、
内装、設備等

保険会社
保険商品

図2. インスペクションによる住宅情報の蓄積･活用

グループの構築

図1. 「地域型住宅グリーン化事業」

外皮の高断熱化

1次エネルギー消費量が
基準と比べ少ない

その他一定の措置（選択）
・ BEMSの導入
・ 節水対策
・ ヒートアイランド対策 等

計画的な維持管理

長 寿 命 型

補助対象費用の1/2
かつ100万円を限度に補助

長期優良住宅

地域材を柱・梁・桁・土台の過半に使用の場合はそれぞれ限度額を20万円加算

高度省エネ型

補助対象費用の1/2かつ
（ゼロエネ住宅）165万円
（低炭素住宅）100万円  
を限度に補助

ゼロエネルギー住宅・
認定低炭素住宅

優良建築物型

補助対象費用の1/2かつ床
面積1㎡当たり1万円を限度
に補助

認定低炭素建築物等
一定の良質な建築物

補助対象（住宅）のイメージ

補助対象（建築物）のイメージ

建築士
事務所

プレカット
事業者

建材流通
事業者

製材事業者

中小工務店

原木供給者

関連事業者の
連携体制
の構築

共通ルールの設定
・ 地域型住宅の規格・仕様
・ 資材の供給・加工・利用
・ 積算、施工方法
・ 維持管理方法
・ その他、グループの取り組み

地域型住宅・建築物の整備

太陽光発電 太陽熱温水器

劣化対策
高効率給湯器

耐震性

外皮の
高断熱化

旧

① 省エネルギー性の高い住宅
 （省エネルギー対策等級４）
② 耐震性の高い住宅
 （耐震等級［構造躯体の倒壊等防止］２以上また

は免震建築物）
 のいずれかの性能を満たす住宅

　

ま
た
制
度
改
正
に
よ
り「
フ
ラ
ッ
ト
35
」

に
よ
る「
中
古
住
宅
取
得･

リ
フ
ォ
ー
ム
一

体
型
ロ
ー
ン
」が
新
た
に
実
施
さ
れ
る
。
中

古
住
宅
の
購
入
資
金
と
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

の
一
体
型
融
資
は
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
で
、

リ
フ
ォ
ー
ム
需
要
の
広
が
り
が
期
待
で
き

る
。
４
月
か
ら
実
施
の
予
定
。

住
宅
取
得
資
金
の

「
贈
与
税
非
課
税
措
置
」の
延
長

　

２
０
１
５
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
、「
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
贈
与
税
の
非
課
税
措

置
」が
延
長･

拡
充
さ
れ
る（
図
３
）。
適
用

期
限
は
19
年
６
月
30
日
ま
で
、
非
課
税
枠

は
最
大
３
０
０
０
万
円
ま
で
拡
充
す
る
。
ま

た「
質
の
高
い
住
宅
」の
範
囲
に「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
性
の
高
い
住
宅
」を
加
え
た（
図
４
）。

　

60
歳
未
満
の
親
か
ら
の
贈
与
に
つ
い
て

も
、「
相
続
時
精
算
課
税
制
度
」を
選
択
で

き
る
特
例
措
置
の
適
用
期
限
を
19
年
６
月

30
日
ま
で
延
長
す
る
。

「
買
取
再
販
の
不
動
産
取
得
税
」

の
軽
減
を
創
設

　

買
取
再
販
事
業
者
が
中
古
住
宅
を
買
取

り
、
住
宅
性
能
の
向
上
を
図
る
た
め
に
改
修

工
事
を
行
っ
て
住
宅
を
再
販
売
す
る
場
合
、

国土交通省
住宅局総務課企画官

三浦逸
い つ ひ ろ

広氏
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＊記述内容は２月末現在のもので、今後変更もあり得るので、随時「省エネ住宅ポイント」のホームページ（http://shoenejutaku-points.jp/）をご確認ください。

「省エネ住宅ポイント制度」を解説
２０１５年度住宅関連施策

「省エネ住宅の新築」や「エコリフォーム」に対しポイントを発行し、様々な商品などと交換できる「省エネ住宅ポイント制度」
の概要について説明する。

特  集

3月10日からポイント発行申請開始
　ポイントは、エコ商品や商品券などとの交換のほか、環境寄
付や復興寄付にも使用できる。また、「ポイント発行申請」と同
時に「即時交換申請」を行うと、追加工事の費用に充当する「即
時交換」にも利用できる。
　〈ポイント発行申請〉2015年3月10日から遅くとも11月

30日までの予定（予算がなくなり次第終了予定）。
　〈ポイント交換申請〉2016年1月15日まで。
　エコ住宅の新築及び大規模なエコリフォーム（1,000万円以
上）の場合は、工事完了前のポイント発行申請が可能。ただし
〈完了報告〉が必要で、戸建ての場合、新築は2016年9月30日
まで、大規模なエコリフォームは6月30日まで。

＊ 2014年12月26日までに完成済みの新築の省エネ住宅で2015年2月3日以降に居住を目的として売買契約を締結するもの

対
象
住
宅
の
性
能
要
件
等

最大30万ポイント(耐震改修を行う場合 ： 最大45万ポイント）
（既存住宅購入を伴うリフォームは最大10万ポイントとして
 エコリフォームポイントと同数ポイントを加算）  

地域産品、商品券、即時交換など
（被災地支援にポイントの半分以上を充当） 地域産品、商品券、即時交換など

被災地 ： 30万ポイント
その他 ： 15万ポイント

一戸あたり30万ポイント最大30万ポイント
(耐震改修を行う場合 ： 最大45万ポイント）

（工事内容に応じ2,000～10万ポイント）

［新 　  築］

［リフォーム］

ポ
イ
ン
ト
数

契約・建築着手
工事の完了

ポイント発行申請
ポイント交換申請

［戸建て］完了報告＊
（工事完了前にポイント発行

申請した場合のみ）

図1. 「復興支援・住宅エコポイント制度」（旧）と「省エネ住宅ポイント制度」（新）の違い

図2. 対象期間 2014年
12/27

2015年
2/3 3/10 11/30

2016年
1/15 3/31 6/30 9/30

エコ住宅の新築
大規模なエコリフォーム（1,000万円以上）

エコ住宅の新築
大規模なエコリフォーム（1,000万円以上）

補正予算成立日 ＊ 即時交換する場合は、2016年2月15日まで

対象期間
対象住宅
対象種別

ポイント
利用

2011年10月～2012年10月に着工 閣議決定日（2014年12月27日）以降に契約 （着工は契約締結日～2016年3月31日）
新築、リフォーム 新築 完成済新築住宅の購入＊ リフォーム

持ち家、借家持ち家持ち家、借家

（１）窓の断熱改修

（２）外壁、屋根・天井、床の断熱改修

（３）上記（１）又は（２）にともなう
       以下の工事等

[1] バリアフリー改修
[2] エコ住宅設備の設置
     ・太陽熱利用システム
     ・高断熱浴槽
     ・節水型トイレ
[3] リフォーム瑕疵保険への加入
[4] 耐震改修

【一般】
① トップランナー基準※ 相当
② 一次エネルギー消費量等級5
    （低炭素基準相当）

【木造】
③ 一時エネルギー消費量等級4
    （H25年基準相当）
④ 断熱等性能等級4
    （H25年基準相当）
⑤ 省エネルギー対策等級4
    （H11年基準相当）

※ 省エネ法に基づく
    住宅事業建築主の判断の基準

（１）窓の断熱改修
・ガラス交換       3,000～8,000ポイント
・内窓設置  

・外窓交換 
8,000～2万ポイント

（２）外壁、屋根・天井、床の断熱改修(部分断熱可）
・外壁       12万ポイント（部分断熱：6万ポイント）
・屋根･天井       3万6,000ポイント（〃：1万8,000ポイント）
・床       6万ポイント（〃：3万ポイント）

（３）設備エコ改修（エコ住宅設備３種類以上）｠
・太陽熱利用システム 

・節水型トイレ 

・高断熱浴槽 

・高効率給湯器 

・節湯水栓       3,000ポイント

2万4,000ポイント

（４）上記（１）～（３）のいずれかにともなう以下の工事等

6,000ポイント

[1] バリアフリー改修　 最大6万ポイント
・手すりの設置 
・段差解消 
・廊下幅等の拡張    3万ポイント

[3] リフォーム瑕疵保険への加入 1万1,000ポイント
[4] 耐震改修　 15万ポイント／戸（別枠加算）

[2] エコ住宅設備の設置
・太陽熱利用システム 

・高断熱浴槽 

・節水型トイレ 

・高効率給湯器 

・節湯水栓       3,000ポイント

2万4,000ポイント

復興支援・住宅エコポイント制度旧 省エネ住宅ポイント制度新

①～⑤の基準に適合することにつ
いては、登録住宅性能評価機関等
の第三者機関による証明を受け
る必要あり。

※ 赤文字部分が新たに変更になった部分
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出典：Arup、「全長 150m 高さ 28m の巨大木造 “ パラソル ”」

【こうき - しん】

vol.15

ペ
イ
ン
南
部
の
都
市
セ
ビ
リ
ア
は
石
造
り
の

街
と
呼
ば
れ
、「
セ
ビ
リ
ア
大
聖
堂
」な
ど
の

世
界
遺
産
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
、
そ
の
伝
統
あ
る
街
並
み
の
中
、
エ
ン
カ

ル
ナ
シ
オ
ン
広
場
に
世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
物「
メ
ト

ロ
ポ
ー
ル
・
パ
ラ
ソ
ル
」が
出
現
し
た
。
全
長
１
５
０
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
28・５
メ
ー
ト
ル
、
建
築
面
積
は
約
５
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
。
駐
車
場
建
設
予
定
地
か
ら

ロ
ー
マ
時
代
の
街
の
遺
跡
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
市
は
観

光
や
商
業
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
広
場
再
整
備
を
計

画
。
国
際
設
計
コ
ン
ペ
を
経
て
２
０
０
５
年
に
着
工
、
６

年
が
か
り
で
完
成
し
た
。
ド
イ
ツ
人
建
築
家
ユ
ル
ゲ
ン・マ

イ
ヤ
ー
・
Ｈ
氏
に
よ
る
設
計
で
、
地
階
に
は
遺
跡
を
展
示

す
る
博
物
館
が
あ
り
、地
上
階
に
は
市
場
や
多
目
的
広
場
、

飲
食
店
な
ど
が
入
居
す
る
。
パ
ラ
ソ
ル
の
上
に
は
遊
歩
道

が
あ
り
街
を
一
望
で
き
る
。

　
長
さ
約
１・５
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
68
〜
３
１
１
ミ
リ
の
ホ

ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
の
Ｌ
Ｖ
Ｌ（
単
板
積
層
材
）を
格
子
状
に
組

み
合
わ
せ
た
構
造
で
、
６
本
の
巨
大
な
柱
が
支
え
る
。
使

用
し
た
木
材
量
は
約
３
５
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、
パ
ー
ツ

は
約
３
４
０
０
点
、
接
合
部
分
は
１
万
１
０
０
０
カ
所
に

も
上
る
。
複
雑
な
形
状
を
つ
く
り
上
げ
る
と
同
時
に
、
施

工
の
手
間
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
、
１・５
メ
ー
ト
ル
グ

リ
ッ
ド
に
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
パ
ー
ツ
を
組
み
立
て
る
方

法
と
し
た
。

　
当
初
は
薄
い
鉄
板
を
用
い
る
予
定
だ
っ
た
が
、
重
さ
・
強

度
・
硬
さ
・
耐
久
性
の
観
点
か
ら
Ｌ
Ｖ
Ｌ
に
変
更
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
材
は
重
力
方
向
と
繊
維
方
向
の
強
度
を
計

算
し
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
単
板
を
重
ね
て
作
成
し
た
68
〜
３
１
１
ミ

リ
厚
の
大
き
な
パ
ネ
ル
か
ら
無
駄
な
く
切
り
抜
く
よ
う
工

夫
さ
れ
た
。
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
表
面
に
は
水
蒸
気
透
過
性
の
あ
る

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
塗
料
が
２
〜
３
ミ
リ
厚
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

さ
れ
、
適
度
な
湿
気
を
保
つ
こ
と
で
割
裂
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
紫
外
線
を
遮
っ
て
い
る
。
屋
外
の
木
造
建
築
に
欠
か

せ
な
い
、
経
年
劣
化
を
極
力
抑
え
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。

写真 123RF

世界最大級の木造建築

メトロポール・
パラソル

ス

スペイン
セビリア

パラソルの上には遊歩道があり、古い街並みの風景を楽しむことができる
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代
を
担
う
納
豆
メ
ー
カ
ー
の
若
手
た
ち
が
、
地
方

か
ら
見
学
に
訪
れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
」

—

人
口
の
減
少
や
コ
メ
離
れ
に
よ
っ
て
、
納

豆
の
消
費
量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
高
級
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
同
社
に
も
、

そ
の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
。

 

「
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
に
通
じ
る
小
町
通
り
に
販

売
店
舗
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
先
ご
ろ
閉
め

ま
し
た
。
来
客
数
に
変
化
は
な
い
も
の
の
、
景
気

悪
化
の
影
響
で
お
客
様
ひ
と
り
の
購
買
単
価
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
当
社
の
納
豆
は
高
い
と
は
い

え
、
そ
れ
で
も
数
百
円
の
も
の
で
す
か
ら
、
あ
る

程
度
数
を
売
ら
な
け
れ
ば
利
益
が
出
ま
せ
ん
。
販

売
店
舗
を
出
す
の
は
私
の
夢
だ
っ
た
た
め
、
閉
め

る
の
は
断
腸
の
思
い
で
し
た
が
、
躊
躇
し
て
い
る

時
間
が
長
い
ほ
ど
企
業
に
は
不
利
益
に
な
り
ま
す

か
ら
ね
。
経
営
者
は
〝
変
わ
り
た
く
な
い
〟
と
し

が
み
つ
い
て
は
ダ
メ
。
鎌
倉
山
納
豆
の
ブ
ラ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
た
時
の
よ
う
に
変
化
を
恐
れ
ず
、
今

後
は
卸
売
の
販
路
を
広
げ
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
通
販

や
新
商
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」

—

野
呂
氏
は
現
在
、
全
国
の
納
豆
メ
ー
カ
ー
で

組
織
さ
れ
る
全
国
納
豆
協
同
組
合
連
合
会
の
会
長

を
務
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
納
豆
好
き
の
有
名
人

な
ど
を
招
待
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
精
力
的
に

企
画
。
常
に〝
納
豆
〟と
い
う
存
在
を
世
の
中
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
食
卓
で
の
納
豆
の
地
位
向

上
と
、
納
豆
業
界
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

変
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
ず

経
営
者
と
し
て
決
断
は
素
早
く
下
す

—

看
板
商
品
は
現
在
、
１
個
２
３
８
円（
税

込
）。
赤
松
の
木
を
薄
く
削
っ
た
経
木（
き
ょ
う

ぎ
）に
包
ま
れ
て
い
る
。
適
度
に
水
分
を
吸
収
し

て
大
豆
の
締
ま
り
が
よ
く
な
り
、
香
ば
し
い
風
味

を
つ
け
る
た
め
に
も
最
適
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
見
た
目
も
重
要
だ
と
語
る

野
呂
氏
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
制
作
に
は
日
本
画
を

得
意
と
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
採
用
し
、
商
品
イ

メ
ー
ジ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
演
出
を
し
て
い
る
。

　
「
現
在
の
納
豆
業
界
は
、
一
時
期
テ
レ
ビ
な
ど
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
が
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
で
設

備
投
資
が
進
み
、
流
行
が
終
息
し
て
も
減
価
償
却

の
た
め
に
生
産
量
を
落
と
せ
ず
、
供
給
過
多
の
状

態
に
あ
り
ま
す
。
低
価
格
路
線
が
進
ん
で
利
益
面

が
厳
し
く
、
納
豆
メ
ー
カ
ー
は
10
年
前
と
比
べ
て

全
国
で
１
３
０
社
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。
市
場

の
半
分
以
上
を
大
手
３
社
が
占
め
る
納
豆
業
界
で

は
、
大
手
と
違
う
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
中
小
は
生

き
残
れ
ま
せ
ん
。
当
社
で
は
、一
般
的
な
ス
ー
パ
ー

や
商
店
で
は
な
く
、
百
貨
店
や
高
級
ス
ー
パ
ー
を

中
心
に
販
路
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品

を
買
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
お
い
し
そ
う
に

見
え
る
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
当
社
で
は
、
素
材
や
製
造
方
法
に
こ
だ
わ
っ

た
高
品
質
な
商
品
に
見
合
う
よ
う
な
商
品
デ
ザ
イ

ン
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
当
社
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
次
世

廃
業
寸
前
か
ら
一
転 
高
級
路
線
に

転
換
し
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む

—

日
本
の
伝
統
食
品
で
あ
り
、
食
卓
に
は
欠

か
せ
な
い
存
在
の
納
豆
。
庶
民
の
味
と
し
て
愛
さ

れ
る
理
由
に
は
、
低
価
格
で
買
い
求
め
や
す
い
点

が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
昨
今
、
様
々
な
食
品
が

値
上
が
り
し
て
い
る
中
、
３
個
パ
ッ
ク
で
80
円
以

下
の
商
品
も
珍
し
く
な
い
。
し
か
し
そ
の
陰
で
は
、

利
益
を
上
げ
ら
れ
ず
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
中
小

の
メ
ー
カ
ー
が
後
を
絶
た
な
い
。
そ
ん
な
中
、
納

豆
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
野
呂
食
品
株
式
会
社
だ
。

　
「
創
業
60
年
を
迎
え
る
当
社
で
す
が
、
１
９
７
０

年
代
後
半
頃
、
大
手
メ
ー
カ
ー
と
大
手
ス
ー
パ
ー

の
台
頭
で
、
地
元
の
小
さ
な
商
店
に
商
品
を
卸
し

て
い
た
そ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
は
、
商
品
が
売
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
時
は
廃
業
を
考

え
ま
し
た
が
、
そ
の
前
に
せ
め
て
１
年
間
、〝
低

価
格
で
大
量
に
売
る
〟と
い
う
そ
れ
ま
で
の
考
え

方
を
変
え
て
、
新
た
な
納
豆
づ
く
り
を
し
て
み
よ

う
と
決
意
。
品
質
に
こ
だ
わ
り
適
正
価
格
で
売
れ

る
納
豆
づ
く
り
に
す
ぐ
に
着
手
し『
鎌
倉
山
納
豆
』

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

—

低
価
格
競
争
に
乗
ら
ず
、
80
年
代
前
半
は

誰
も
し
て
い
な
か
っ
た
百
貨
店
で
売
る
こ
と
を
目

指
し
た
。
国
産
中
心
の
高
品
質
大
豆
を
選
び
、
納

豆
の
味
を
左
右
す
る
大
豆
の
蒸
し
時
間
や
発
酵
室

の
温
度
調
節
な
ど
最
適
な
製
法
も
徹
底
的
に
追

求
。
大
豆
の
旨
み
を
十
分
引
き
出
し
た
強
い
ネ
バ

リ
の
あ
る
極
上
納
豆
を
つ
く
り
上
げ
た
。

　
「
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
近
く
に
大
手
百
貨
店
が
開

業
し
、
何
と
か
、
つ
て
を
た
ど
っ
て
売
り
込
み
に
行

き
ま
し
た
。
す
る
と
、
食
べ
て
く
れ
た
バ
イ
ヤ
ー
さ

ん
が
、
こ
れ
は
美
味
し
い
と
太
鼓
判
を
押
し
て
く

れ
て
、
創
業
以
来
初
め
て
、
百
貨
店
の
催
事
に
出

店
す
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。
製
品
に
は
絶
対

の
自
信
が
あ
っ
た
た
め
、
納
豆
と
い
え
ば
３
個
パ
ッ

ク
98
円
の
時
代
に
、
１
個
１
３
０
円
で
販
売
し
ま

し
た
。『
大
手
百
貨
店
が
す
す
め
る
納
豆
な
ら
美
味

し
い
は
ず
』と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
の
か
、
１
日
で

３
０
０
０
個
を
完
売
し
、
売
り
子
を
し
て
い
た
私

と
母
も
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
し
た

（
笑
）。
そ
の
結
果
、
こ
の
百
貨
店
に
商
品
を
置
か
せ

て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、
廃
業
を
免
れ
ま
し
た
」

おいしさを伝えるには
見た目も重要

低価格が常識の納豆業界で
高級ブランドを確立

変化を恐れず“攻め時”も
“引き時”も素早い決断を下す

野呂剛
よ し ひ ろ

弘 氏
代表取締役

本　　社  ● 神奈川県鎌倉市腰越4-10-8
創　　業  ● 1955年
資 本 金  ● 1,000万円
従 業 員  ● 50名
事業内容  ● 納豆の製造販売

野
呂
食
品 

株
式
会
社 

長年の知識と経験に基づき、職人技でそれ
ぞれの大豆に適した条件で大豆を蒸す

ここが注目ポイント

高級路線へのブランディングで
納豆の地位向上を図る
老舗メーカー

茨城県産納豆小粒大豆 10 0％を使用した大人気商品「手づくり
小粒」お得な3 個入り（税込 658円）

お菓子、ふりかけ、ギフト用の詰め合わせなど
納豆を使った多様な商品をラインアップ

工場や売店・仕分場など館内全体を夜間にオゾン消毒し、整理・
整頓・清掃・清潔・躾の「5S」徹底と維持に力を注ぐ
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表紙：住友林業（株）住宅事業本部　東京西支店　浜田山第一展示場

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

何となく憂鬱な月曜日の朝…満員電車の中からふと外を見ると、真っ白な富士山が
目に飛び込んできました。東京からでも見える富士山はやっぱり大きいんだなぁと
思いつつ、今週も 1 週間がんばろうと、心が軽くなりました。富士山はまだまだ冬
の装いですが、そろそろ春のにおいがしてきた今日この頃です。四季を感じる心の
余裕を大切にしつつ、今日も建材マンスリーのネタ探しに奮闘中です。（E）

編
集
後
記

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

今月のニュース

　経済産業省の「先進的なリフォーム事業者表彰（経済産業

大臣表彰）」は2014年度創設された表彰制度。独自のビジ

ネスモデルでリフォーム事業に取り組み、差別化された強

みを発揮する事業者21者を「先進的なリフォーム事業者」と

して選定した。リフォームを「消費者の住まいに関する多様

なニーズに応えるビジネス（サービス）」として注目し、事業

者の取り組みを発信することで、リフォーム市場における新

たなビジネスモデルの創出を目指す。

　2014年度の選定は、三大都市圏を対象に事業者の取り

組みを募り、選定委員会の審議を経て、応募総数112者の

中から21者を選定した。リフォームの見える化や異業種等

との連携による新たなビジネスモデル構築など、新規性や

将来性、波及性などが評価のポイントとなる。今回選定さ

れた取組事例は、資本関係のない複数社の業務提携による

住空間全体のリフォーム提案や、住設メーカーによる地域

の中小事業者のリフォームビジネス支援など。ベストプラ

クティス集としてとりまとめ、経済産業省のホームページに

掲載している。

　2015年度は対象を全国に拡げ、表彰事業を引き続き行

う予定だ。

　長崎県佐世保市にあるテーマパーク「ハウステンボス」

の敷地内で、滞在時の快適性と世界最高水準の生産性の

両立を目指したホテルが現在建設中だ。フロントなどにロ

ボットを導入し、再生可能エネルギー活用でランニング

コストを抑え、ローコストに取り組むホテルだ。

　第一期工事は鉄骨造による地上2階建てで72室

（2015年7月開業）、第二期はCLT工法（一部S造）によ

る地上2階建て（一部平屋）で72室（2016年開業予定）

となる。第二期棟は2015年8月上旬に着工予定で、技

術支援を住友林業が行う。

　第二期棟は、CLT工法を採用した国内初の宿泊施設と

なり、国土交通省が実施する2013年度「木造建築技術先

導事業※」に採択された。100％国産のスギ材を用いた

CLT（クロス・ラミネイティド・ティンバー、直交集成板）

を床・壁に採用。各パネルはCLT工場で全ての加工を行

い、接合具のLSB（ラグスクリューボルト）もあらかじめ

挿入しておくことにより、現場での施工性を高めている。

　CLTを採用することで、高い断熱性や優れた耐震性が

備わるだけでなく、構造体と仕上げ材の一体化が実現可

能となる。内装に他の仕上げ材を施さず、天井を準不燃

化することで客室壁面にCLTのあらわしを可能とし、木

のぬくもり豊かな空間を演出することができる。内外装を

積極的に木質化した施設を多くの利用者に体感してもら

うことで、木造木質空間の普及啓発も期待される。

独自のビジネスモデルでリフォーム市場の拡大に貢献する21者を選出
－経済産業省「2014年度先進的なリフォーム事業者表彰」

CLT工法による国内初のホテル建設
－住友林業が技術支援

※ 木造建築物等に係る技術の進展と普及啓発のために、先導的な設計・施工技術が導入される木造建築事業への補助事業

経済産業省（ベストプラクティス集）
http://www.meti.go.jp/press/2014/02/20150206002/20150206002.html

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

第二期棟の内観

エントランス

  ● 受賞事業者

 ■ 建設業、不動産業  ・・・・・・・・・・・ 12者
 ■ 卸売業、小売業  ・・・・・・・・・・・・・・  5者
 ■ 製造業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3者
 ■ サービス業  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・   1者
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新  設  住  宅  計
建築主別

1月
10月11月12月対前月比

△ 8,703 △ 11.4（％） △ 10,130 △ 13.0（％）
△ 606

△ 8,097

△ 3,443
△ 5,622

△ 74
436

1,668
△ 1,252

△ 7,022

△ 1,681

△ 550
△ 677

54
△ 508

△ 7,650

△ 1,053

△ 221
473

△ 1,269
△ 19
△ 17

76,416
1,705

74,711

23,725
32,478

607
19,606

8,709
10,763

68,117

8,299

1,557
3,594

0
3,148

43,846

32,570

480
17,744
14,215

64
67

67,713
1,099

66,614

20,282
26,856

533
20,042
10,377

9,511

61,095

6,618

1,007
2,917

54
2,640

36,196

31,517

259
18,217
12,946

45
50

78,364
1,589

76,775

24,462
32,655

1,247
20,000

9,255
10,602

70,275

8,089

1,155
3,463

375
3,096

45,101

33,263

416
18,556
14,160

60
71

79,171
2,153

77,018

24,245
33,628

478
20,820
10,495
10,146

70,545

8,626

1,925
3,468

48
3,185

42,990

36,181

271
21,742
14,049

67
52

△ 35.5
△ 10.8

△ 14.5
△ 17.3
△ 12.2

2.2
19.2

△11.6

△ 10.3

△ 20.3

△ 35.3
△ 18.8

-
△ 16.1

△ 17.4

△ 3.2

△ 46.0
2.7

△ 8.9
△ 29.7
△ 25.4

△ 562
△ 9,568

△ 4,673
△ 3,097

178
△ 2,538
△ 1,564
△ 1,019

△ 8,575

△ 1,555

93
△ 685
△ 444
△ 519

△ 4,003

△ 6,127

240
△ 4,618
△ 1,737

△ 8
△ 4

△ 33.8
△ 12.6

△ 18.7
△ 10.3

50.1
△ 11.2
△ 13.1

△ 9.7

△ 12.3

△ 19.0

10.2
△ 19.0
△ 89.2
△ 16.4

△ 10.0

△ 16.3

1263.2
△ 20.2
△ 11.8
△ 15.1

△ 7.4

対前年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2015年1月の新設住宅着工戸数　△は減

建材マンスリー資料室

プレハブ
2×4

2014年 2015年
1月 2月 3月 4月

12,950

10,837

8,700 7,940

10,598 10,735

12,950

10,837

2×4、
プレハブ戸数

8,612

（利用別・千戸）

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

総数 持家
貸家

分譲マンション
分譲戸建

木造
木造戸建

25

(%)

-20.0

-30.0

-10.0

0

10.0

20.0

30.0

構造別木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

2014年 2015年 2014年 2015年

利用関係別戸数

4月 6月 7月 8月1月 2月 3月 4月1月 2月 3月 5月 6月 7月 8月5月
0

8,896

5月 6月

10,672

8,186

12,350

9,412

7月

11,818

8,908

8月

10,727

9,183

9月

11,017

10,369

10月 11月

13,071

10,040

12,601

10,499

12月 1月

13,125

10,758

11,774

8,230

9月 10月 11月 12月 9月 10月 11月1月

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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その他

近畿圏

中部圏

首都圏

季節調整済
年率換算（全国）

2014年 2015年

(千戸) (千戸)

31,158

9,105

11,299

26,281
25,959

9,592

8,351

25,787

987

935

6月 7月1月 2月 3月 4月

992

都市圏別戸数

22,912

8,000

11,170

27,329

911911

24,927

8,626

12,424

29,309

909909

5月

23,068

7,972

10,095

26,656
863863

24,931

8,623

12,018

30,185

888888

25,387

7,911

10,038

29,544

851851

8月

24,822

7,867

12,764

28,318

855855

9月

25,914

8,986

11,707

29,275

877877

10月

28,455

8,664

10,816

31,236

886886

11月

27,922

7,975

12,192

30,275

873873

12月

26,229

8,447

11,625

30,115

883

1月

26,320

7,975

9,605

23,813

864
883

864
935

Kenzai Monthly March 201511



昭
和

39年
8月

創
刊

　
第

51巻
　

平
成

27年
3月

1日
発

行
（

毎
月

1日
発

行
）

　
通

巻
593号

発
行

人
／

梅
木

孝
範

　
発

行
所

／
建

材
マ

ン
ス

リ
ー

編
集

室
　

〒
100-8270　

東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1-3-2（
経

団
連

会
館

）
　

TEL 03-3214-3280  FA
X 03-3214-3282

住
友

林
業

株
式

会
社

　
木

材
建

材
事

業
本

部
　

事
業

開
発

部
3

M
a
r
c
h

2
0
15

N
o
.5

9
3


